
Ｃ－１ 指導案（単元計画）

指導計画・評価計画（総時数８時間）
評 価 規 準

次 ねらい 主な学習活動 表現の能力 理解の能力 言語や文化にコミュニケーシ
ついての知識ョンへの関心・
・理解意欲・態度

h a v e y o u have you ever have you ever・ 「～へ行った
の文の対話 ことがある」 を使っever been to been been to

一 ～ の文を理 を聞き、グルー という文型を て対話練習や?
次 解・運用す プでのゲームで 使っての対話 を作り、skit

る。 文型練習をする 活動に意欲的 発表できる。。
・ を作りペア に取り組もとskit

２ （本時） で発表する。 している。
時 本文の内容 ・ が京 現在完了形のoral Introduction Mr.Brown
間 に つ い て を聞き、 都へ何回行っ 文の意味や構Reading

が でさらに内容を たことがある 造を理解できMr.Brown
何からどの 読み取る。 か。何でそれ る。
ような知識 ・本文を見ないで を知ったのか
を得たのか 読めるように努 について理解
理解する。 力する。 できる。

・ワークシートで
T or F Q & A、
などに取り組み
理解を深める。

～ ・インタビューゲ ～ ～ ～ ～It is for t is for to It is for
～ の仮主 ームで、 ～ の文を使って の仮主語のto It is to

二 語の文型を ～ の対話 の対話活動に 文型を使ってfor to
次 理解・運用 をする。 意欲的に取り 対 話 練 習 や

する。 組もうとして の発表がskit
いる。 できる。

２ ウェブにあ ・ ウェブにある ～ ～oral Introduction It is for
時 るプロジェ を聞き、 生徒向けプロ の仮主語のReading to
間 クトについ でさらに内容を ジェクトはど 文の意味や構

て知る。 読み取る。 んなものがあ 造を理解・運
・ワークシートで るのか、ゆき 用できる。

、 や武志がどうT or F Q & A
などに取り組み 思っているか
理解を深める。 理解できる。

動詞 ・ 動詞の原 「～の仕方」 のhow to+ how to+ SV+how to
の原形の文 形をの文を使っ という文型を 文型を使って

三 型を理解運 て互いに～の仕 使っての対話 対話や のskit
。次 用できる 方を知っている 活動に意欲的 発表ができる

かなど聞き合う に取り組もう。
・ペアで協力して としている。

２ を作る。skit
時 ・ への のoral Introduction KID ACT SV+how to
間 を聞き、 入り方を知り 文の意味や構Reading 、

でさらに内容を その中で何が 造が理解・運
読み取る。 書いてあるの 用できる。

・ワークシートで かを理解でき
、 る。T or F Q & A

などに取り組み
理解を深める。

・練習とまとめ 既習の文を含 既習の文の意Let's Practice
・ む英文を聞い 味や構造につListening Task

四 ・ て理解できる いて理解し、Let's Speaking Task 。
次 で、学校につい 適切に使用でCommuni-

て答える。 きる。cate
・ で 学校紹介文作 ５文以上でまWriting Task

２ 実際に学校の紹 りに意欲的に とまりのある
時 介文を書く。 取り組もうと 文を書ける。

。間 ・発表する している。 発表ができる


